
デザイン思考ファシリテーションクラス

2023年1月23-24日 2日間 対面 |東京 220,000円（税込）

獲得できる知識とスキル

● デザイン思考を活用したプロジェクトをリードするためのファシリテーション技術

● イノベーションに取り組むチームメンバーの (1) モチベーションと (2) スキルアップの両面を支援するた

めの方法論

● 環境の変化から継続的に学ぶチームを作る、アクティブ・ラーニングのフレームワークとその活用法

この講座が重要な理由

この講座は、不確実性の高い環境で成果の出る組織/チームをつくるための新しい知識とスキルを提供しま

す。成果を出すには、革新的な行動を支援する仕組みと、チームの多様性を活かすためのフレームワークが

必要です。この講座を通じて、参加者はデザイン思考を活用したプロジェクトのファシリテーション技術を習得し

ながら、組織の課題解決とイノベーション推進が可能となります。

講座の特徴

1.デザイン思考を活用したチームのリード方法論を体得

顧客理解やプロトタイピングなど、デザイン思考の各フェーズにおいて重要な原則と実践的なポイントについて

「チーム活動を促進するリーダー」という観点で学びます。何をどのように行うかというWhat/Howだけでなく、な

ぜそのような行動が効果的なのかというWhyも理解できるため、チームで活動する際に再現性の高いイノベー

ション・プロジェクトを遂行できるようになります。

2. チームのイノベーション活動を促進するモチベーション理論とフィードバック原則を理解

チームでデザイン思考を活用する際だけでなく、新しい取り組みを進める上で必須となるモチベーション理論と

フィードバック原則について体系的に学習します。既存事業を行う場合と新規事業ではどのようなポイントに気

をつけることでチームのパフォーマンスが高まるかについて理論的側面と実務的側面の両面を踏まえた考え

方とフレームワークを紹介します。
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3.知識獲得と模擬実践の両面から統合的な理解を促進

講座受講後の活動がスムーズとなるよう、知識獲得だけでなく講座内でファシリテーション実践を行います。具

体的には、知識獲得 -> どのように現場で活用できるか議論 -> ファシリテーション実践 -> 実践を振り返り

フィードバック獲得と軌道修正、という一連の流れを繰り返します。この構造により効果的なファシリテーション

技術をゼロから習得できます。

講座の主な対象者

チームや組織のリーダー/マネージャー：

- 組織のリーダーやマネージャーは、チームを効果的に指導し、組織の目標を達成するための新しい方

法や技術を学ぶことが求められます。この講座は、デザイン思考やアクティブ・ラーニングの原則を通

じて、これらのプロフェッショナルがより効果的なリーダーシップを展開する手助けとなります。

教師や人事など、トレーニングの専門：

- トレーニングの分野で働くプロフェッショナルは、学習者の支援方法や効果的な教育環境の設計に関

する知識を深めることが求められます。この講座は、学習者のモチベーションを理解し、効果的な学習

環境をデザインするためのスキルを提供します。

コンサルタントやコーチ：

- コンサルタントやコーチは、クライアントやチームと効果的に連携し、彼らの目標達成を支援するスキル

を持っていることが求められます。この講座は、ファシリテーション技術やワークショップデザインに関

する知識を通じて、コンサルタントやコーチがクライアントのニーズに対応し、より効果的なサポートを

提供する能力を向上させます。

受講生の声

新しい定義やモデルの理解：

- 「ファシリテーターの定義『変化を促す・支援する専門家』が印象的だった。また、ガニエの9教授事象

やADDIEモデルの紹介が新鮮で、理解を深められた」

- 「F2LOモデルは図解されていてわかりやすかった」

- 「ワークショップのプロセス図が印象的で、ファシリテーターの役割が理解できた」

チームをリードするモチベーション理論・フィードバック原則の重要性：

- 「モチベーションに関連する、価値の3つの種類を区別して考える重要性を感じた。

- 「目標の種類について学び、複数の目標を持つ人が学習に成功する可能性が高いことを理解した」

- 「具体的なフィードバックが重要で、参加者の活動が活発になることを実感した」

実践的な経験：

- 「実際にワークショップをデザインし実施する機会があり、1日目の学びが2日目に活かせた」

- 「最終的に一人ひとりがファシリテーションできたことが良かったと感じた」

- 「2回の実演を通じて、自信が芽生え、社外での展開に対する自信も少し持てるようになった」
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講座のサンプル・スケジュール

※およそ1時間毎に10分間休憩
※詳細は変わる場合があります

時間 1日目 2日目

9:30-10:30

● イントロダクション・講座概要

● イノベーションに関するプロジェクトと

その他プロジェクトの違い

● 20世紀型組織と21世紀型組織

● 1日目の内容振り返り

● イノベーション活動におけるファシリテー

ターとリーダーの共通点

● ファシリテーション理論の理解

10:30-11:30

● ファシリテーション理論

● クイック・ファシリテーション体験

● 振り返り

● 自己の強みと弱みを意識したファシリ

テーター像の理解

● ファシリテーターの倫理規定

● 組織の中でのあるべきファシリテーター

像ディスカッション

11:30-12:30 ● お昼休憩 ● お昼休憩

12:30-13:30

● チームに関するモチベーション理論 -

目標 /価値 /予期の3原則-

● スキルアップ原則 -チームメンバーの

熟達を可能とするスキル分解-

● アクティブラーニングの考え方

● 学習し続ける組織に必要な活動の評価

技法

13:30-14:30

● デザイン思考とイノベーションに関す

るスキルの分解

● チームのイノベーションスキルを高め

るための熟達理論

● ファシリテーション体験
● 模擬ファシリテーションの実施

● 模擬ファシリテーションへのフィードバッ

ク

● 社内実践のためのディスカッション
14:30-15:30

● イノベーションとアクティブ・ラーニング

の関係性

● アクティブラーニングを促進するフレー

ムワーク

● フィードバックの重要性

15:30-16:30

● アクティブラーニングを意識したデザ

イン思考活用の技術

● 相互フィードバックの実施

16:30-17:00
● 質疑応答

● 振り返り

● 質疑応答

● 振り返り
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担当講師

柏野尊徳アイリーニ・マネジメント・スクール学長

　英ケンブリッジ大学修士号取得。専門領域は起業家精神とイノベーション。2010年慶應大
学入学後、在学中にスタンフォード大でデザイン思考を学ぶ。学んだ知見を活かしてガイド

ブックや動画を開発、知識普及を促進するためWeb上で無料公開。累計16万部以上がダウ
ンロードされる。起業失敗2回/自己破産1回を経て、2012年にデザイン思考研究所を設立し
法人化。2018年には世界標準の理論と、再現性の高い実践法が学べるアイリーニ・マネジメ
ント・スクールを設立。富士フイルム、パナソニック、3Mジャパンなどの組織改革や事業創造
を支援し、世界40カ国で発行される『Startup Guide』シリーズでは、日本を代表する教育機

関として認定。生産性向上を目的とした初の著書「スタンフォード式超ノート術」(SBクリエイティブ)は、発売1ヶ月で
Amazonビジネス企画カテゴリー1位を獲得。

プログラム概要

獲得知識とスキル 1. デザイン思考を活用したプロジェクトをリードするためのファシリテーション技

術

2. イノベーションに取り組むチームメンバーの (1) モチベーションと (2) スキル
アップの両面を支援するための方法論

3. 環境の変化から継続的に学ぶチームを作る、アクティブ・ラーニングのフレー

ムワークとその活用法

受講形式 対面（東京都内）

日程 1月23-24日（2日間）

実施時間 各9:30-17:00

定員 24名

費用 220,000円（税込）/名

支払い方法 銀行振込

お申し込み・お問い合わせ

お申し込みはWebページから受付けています。
https://ems.eireneuniversity.org/programs/design-thinking-facilitator/

ご質問等は以下のemailにて承っております。
ems@eireneuniversity.org
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